
 - 29 - 

Ⅲ    環境・食品衛生 

１ 環境衛生 

(１) 環境衛生行政の概要 

ア 環境衛生監視業務 

 理容所・美容所・クリーニング所・公衆浴場・プール・興行場・旅館業などの営業施

設に対しては環境衛生営業六法等に基づき、また、墓地・納骨堂などに対して「墓地埋

葬等に関する法律」等に基づき、それぞれの申請等に関する許認可等を行っている。さ

らに、これらの施設の構造設備や維持管理状況の実地調査、監視指導、講習会、事前相

談等を実施し、施設の環境衛生の向上を図っている。 

 また、営業者が互いに連携し、衛生水準の向上等営業者自らの手による自主管理自主

点検などの活動を実施している台東環境衛生協会の役員や自治指導員と連携･協力して、

地域の環境衛生の向上を目指している。 

 なお、興行場法、旅館業法及び公衆浴場法の運営の円滑化を図るため、学識経験者や

関係業者からなる運営協議会を設け、地域の公衆衛生に寄与している。 

 

イ 生活環境衛生業務 

 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」（通称「ビル管理法」という。）に

基づき、事務所、店舗、興行場、博物館等の用途で延床面積 3,000 ㎡以上の建築物（特

定建築物という。）の維持管理に関して、正しい知識の普及や衛生上必要な指導を実施し

ている。 

 また、集合住宅等における環境衛生の向上のために、「台東区建築物環境衛生指導要

綱」に基づき、換気設備、給排水設備等の指導を行っている。同時に、「快適室内の環境

づくり事業」として、ホルムアルデヒド等の室内空気環境測定、ダニの調査などによる

住まいの室内環境診断事業を展開している。 

さらに、「水道法」、「台東区小規模給水施設の衛生管理指導要綱」に基づき、専用水

道、簡易専用水道（受水槽の有効容量が１０m３ を超えるもの）及び小規模給水施設（受

水槽の有効容量が１０m３以下のもの）の衛生指導や講習会を行っている。 

 このほか、ネズミ、蚊・ハエ・ゴキブリ等衛生害虫に対する防除指導を行い、区民の

生活環境の向上を図っている。 

 

ウ 獣医衛生業務 

獣医衛生事業として、狂犬病予防、動物由来感染症対策、動物愛護と動物による危害

防止を包括した動物保護管理、化製場等及び動物質原料運搬業の衛生確保を行っている。 

動物は、人間のかけがえのないパートナーとして区民の暮らしに不可欠な存在となっ

ており、これらの動物の病気の発生を防ぐだけでなく、適正に飼養され、人と共生でき

るよう、犬のしつけ方教室や猫との共生を考える会議、鳥とのふれあいイベント等を通

じて動物愛護の普及啓発を進めている。 
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(３)環境衛生監視業務 

    ア  所内業務                                                （単位：件） 

区     分 申請届出 変 更 等 所内相談 電話相談 所内指導 電話指導 

総     数 42 541 269 290 80 70 

理   容   所 8 46 12 18 5 7 

美   容   所 11 53 27 31 3 3 

クリーニング一般 1 6 - 3 - 1 

クリーニング取次所 3 4 6 3 - - 

リネンサプライ - - - - - - 

コインランドリー １ ３ - - - - 

普通公衆浴場 1 81 3 12 2 6 

その他の浴場１号 - 176 16 18 23 5 

その他の浴場２号 1 19 2 8 3 1 

ホ テ ル 営 業 2 16<2> 28 24 7 - 

旅  館  営  業 6 27<1> 73 80 21 22 

簡易宿所営業 4 59 62 34 6 12 

下 宿 営 業 - - - 1 - - 

映 画 館 - 4 7 3 - - 

演 劇 場 - - - 1 - - 

スポーツ施設 - - - - - - 

多目的使用施設 - - - 1 - - 

その他の興行場 - - - 2 - - 

仮 設 興 行 場 1 1 3 - 1 - 

許可プール(営業) - 7 4 18 2 3 

届出プール(学校) - 31 1 3 - 3 

温泉利用施設 1 2 3 - - - 

墓    地 2 4 11 6 3 - 

納  骨  堂 - 2 10 4 4 1 

火  葬  場 - - - - - - 

そ  の  他  - - 1 20 - 6 

  ( )内は、手数料免除等件数の再掲  〈 〉内は、承継件数の再掲 


